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目的 肛囲パジェット病に対する免疫組織化学的検討 
研究デザイン 症例集積研究 
セッティング Department of Pathology, Western Reserve Care System, A 

Division of Forum Health 
対象者 肛囲原発パジェット病 2 例および直腸癌のパジェット現象 3 例 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 2 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 22 ） 

介入（要因曝露）  
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

2  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

肛囲原発パジェット病 2 例全例で、CK7+/CK20-/GCDFP15+、直腸

癌合併 3 例全例で、CK7+/CK20+/GCDFP15-であった。 
 
 

結論 

肛囲原発パジェット病と直腸癌のパジェット現象の鑑別にサイトケ

ラチン 20 と GCDFP15 による免疫組織化学染色は有用である。 
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エビデンスのレベル分類（ V ） 
解析対象が少数であり、免疫組織化学染色による鑑別の精度は評価

不能である。 
 




